
第4号様式 (第19条関係)m

出 量 削 減 計 画 書
.

あ て 先 )  京 都 府 知 事

住所は人にあっては、主たる事務所の所在り

京都府京都市山科区加辻草海道町12-1

し

特 定建 築 物 の名 称 勧静卜)オープンモール祝園

特定建築物の所在地 京都府相楽都精菩町北稲八問丸山7い1 他

特 定 建 築 物 の 縮 聾

段 計 者 の 氏 名 株式会社 礎 建築事務所       代 表取締役   南   明

設 計 者 の 住 所 秦良県寝原市土橋町276-1

工 壊 種 別 密 新 築                □  増 築

予 定 年 月 日 工事猪工予定年月口     2006年    11月   1日

コE=Hラと711月=2Fり弓 日          20072■       切目    1日

構 造 鉄 骨 階 数 地上         2階

地下         階

敷 地 面 積 18 523 83 1r 高 さ 15 7 in

建 築 面 積 6,275 44意 床 面 積
′+411,8、 6, 蘇

0        意 )

途 月」床 面 積 H F

ホ テ ル 等 ■r

病 院 等 F r

物品販売業を営む店舗等 ′ゥ■■41,84るも .r

事 務 所 等 ■r

学 校 等 l F

飲 食  店   腎 r F

集   会   所   等 M

エ 場 等 薫

温 室 効 果 ガ ス の 排 出 の 量 の 削 減 を 図 る た め の 措 置

□ 外 壁、澄限、床の断熱 (概 要 )屋 限にはグラスウールい さ50前 を使用。

床には硬質ウレタンフォーム“Om■lを使用。

□ 窓 の断熱又は日射遮へい (概 要 )

□ 自 然エネルキーの直接利用 (概 要 )

口 自 然エネルギーの変換利用 (概 要 )

ロ エ ユマテリアルの利用 慨 到

□ 網 ヒ (概 要 )

口 雨 水利用 (概 要 )

ギオノン層保護 (概 要 )

発泡断熱材J臣 用していない。

口 長 寿命化 (概 到

□ そ の他 (概 要 )

商効率照明器具を観 ぁ

特定建築物の環境の保全についての配慮に係

る性能に関する評価結果

別添のとおり

運 絡 先 担 当  部  署

担 当 者 氏 名

住 所

電 活 番 号

ファクシミリ番号

捜部者の住所及び氏名の公表につV てヽ □
｀
 公 表可     □   公 表不可

注 ■

2

3

4

5

稼当する□には、レ印を記入してくださやヽ

床面積の相の括孤内には、お築の場合に当稼壊策部分の床面積を記入してくださしヽ

月途別床師慎の用途 (住宅を除く。)と は、建築物に係るエネルギーの側日の合翻 ヒに関する雄策主の判断

の基神 (平成15年極音産紫管・田■本通省告示第181別 表第1に掲げるものとしまfe

班要を記入した場合は、それらを図面等で明示した賢料を添付してくださVヽ

エヨマテ,アルとは、人体への安全性や資源の精潟に配慮した材料、リサイクルが容揚な材料鮮環境A荷 の

少なけ材料をいいまれ


